
 

口絵-1. たたら製鉄の原点を探して 

 (愛媛大学で「中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る」シンポに参加して) 

    a. 中国 蜀(現在の成都) は古代中国の大製鉄地帯 ｢たたら｣塊錬鉄製鉄法のルーツが長江文明・ 

西南シルクロードと関係する可能性。 

    b. 長江上流域 成都平原は古代中国 鉄の大供給地 巨大な古代の製鉄炉(後漢時代)が出土した 

 

  
 
 
 口絵2. たたら炉の製作過程 古代のたたら炉の製作過程 

 
 

 



口絵3. 古代製鉄炉の変遷  たたら炉の大きさと構造の変遷    

   a. 6世紀中国山地ではじまった｢たたら｣製鉄 畿内瀬田丘陵などで量産化と操業安定化が図られた 

大型のモデル製鉄炉を完成。鞴の装着も始まる8世紀地方拠点で大製鉄コンビナートが営まれる。 

中世 炉の炉床構造・製鉄に必要な諸設備が効率的に配置されるたたら場など江戸期隆盛を極める 

鉄山・高殿が完成され、｢たたら製鉄」が完成されてゆく。 

 

 

 

 



口絵-4  8世紀モデル化された量産古代製鉄炉を完成 

地方拠点に大製鉄コンビナートが出現 

  

 

 

 口絵-5 和鉄の道 古代 大和への道  北: 淀川・木津川 西: 大和川  南: 紀ノ川 

  

   木津川の湊 泉津と大和川 亀の瀬     吉野から南へ  紀ノ川 

  

 金剛･葛城山の東麓 南郷は朝鮮半島より韓鍛治を連れてきた葛城氏の本拠地  

古代越後の大製鉄コンビナート 柏崎 軽井川南製鉄遺跡 


